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小野 旦
あ さ ひ

陽 さん

●西中学校３年

　私の夢は、父のように「お客さまが笑顔で帰れる」和食店を経営することです。

　小さい頃から厨房に立つ父の姿に憧れ、自分なりに料理に挑戦してきました。

その中で、昨年「あなたのためのお弁当コンクール」に出場し、県大会で準優

勝することができました。審査の後で「おいしかった」と声を掛けてくださっ

た方の笑顔が心に残りました。褒めていただいたうれしさとともに、料理のも

つ『人を喜ばせる力』を実感しました。

　これからも父の背中を追いかけ、必ず夢を叶えます。

今回の表紙　「消防出初式」（市役所南側県道桐生岩舟線）１月１７日（日）

　１７日、佐野市役所南側の県道桐生岩舟線で消防出初式が行われ、消防団員など約１，

２６０人と消防車両約６０台が、佐野日本大学高等学校吹奏楽部の演奏のもと堂々と行

進しました。幼年消防クラブの園児たちも「用心、用心、火の用心」と大きな声で呼びか

けながら行進しました。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部 

正
英

父の背中を追いかけて

佐野ブランドキャラクター

さのまる

　

暦
の
上
で
は
間
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
冬
は
暖
冬
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
よ
う
や
く
冬
ら
し
い
寒
さ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
元
旦
か
ら
観
光
物
産
会
館
の
初
売
り
式
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

内
の
神
社
仏
閣
を
訪
れ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
本
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

願
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
月
7
日
に
は
本
市
主
催
の
新
年
祝
賀
会
・
表
彰
式
を
開
催
し
、
市
内

各
界
代
表
者
な
ど
約
１
千
人
の
皆
様
と
新
し
い
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
成
人
式
が
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
約
１
２
０
０
人

の
方
が
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
の
皆
様
に
、私
か
ら
は
「
未

来
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
無
限
大
の
可
能
性
が
広
が
る
未
来
に
向
か
っ

て
若
さ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
力
を
大
い
に
発
揮
し
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
17
日
に
は
新
庁
舎
を
背
景
に
消
防
出
初
式
が
行
な
わ
れ
、
佐
野
鳶
工
業

組
合
の
は
し
ご
乗
り
や
消
防
団
員
の
堂
々
た
る
行
進
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
沿

道
に
は
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
ほ
か
、
新
庁
舎
７
階
の
展
望
エ
リ
ア
か
ら
観
覧
す

る
方
々
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、
日
頃
よ
り
活
動
さ

れ
る
団
員
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
月
は
、
７
日
に
伝
統
あ
る
大
澤
駅
伝
競
走
大
会
が
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
ま
す
。
箱
根
駅
伝
で
活
躍
し
た
東
洋
大
、
日
大
な
ど
約

１
５
０
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
寒
風
に
負
け
ず
激
走
す
る
ラ
ン

ナ
ー
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
21
日
に
は
新
庁
舎
周
辺
で
「
さ

の
ま
る
」
の
５
回
目
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
当
地
グ

ル
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
合
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

空
気
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
な
ら
な
い
よ
う
、
皆
様
に

は
体
調
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。　
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カ
ー
ラ
も
ゼ
ン
テ
も
、
事
の
内
容
や

状
態
を
強
め
る
と
き
に
使
わ
れ
る

　

あ
る
事
柄
の
内
容
な
ど
を
否
定
す
る
場
合
に
は「
ぜ
ん
ぜ
ん
」、

「
ま
る
っ
き
り
」、「
か
ら
っ
き
し
」な
ど
が
使
わ
れ
、「
基
本
的
な
こ

と
を
学
ば
な
い
と
、
い
く
ら
勉
強
し
た
っ
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
（
ま
る
っ

き
り
）
わ
か
ん
な
い
ね
」
な
ど
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
語
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
意
味
や
用
法
を
も
つ
方
言
に

カ
ー
ラ
・
カ
ラ
が
あ
り
、
否
定
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
る
働
き
を

し
ま
す
。
カ
ー
ラ（
カ
ラ
）は
、
か
ら
っ
き
り（
か
ら
っ
き
し
）の
省

略
さ
れ
た
こ
と
ば
で
す
。

「
そ
ん
な
に
ヤ
ッ
ケ
ナ
（
面
倒
な
）
仕
事
で
も
ネ
ー
の
に
、
ハ
ー

（
も
う
）ヤ
ン
ナ
ッ
チ
ャ
ッ
タ（
嫌
に
な
っ
た
）ン
だ
っ
て
！
カ
ー
ラ

意い

く

じ

気
地
ネ
ー
男
だ
な
あ
」

　

刃
物
が
す
っ
か
り
さ
び
て
し
ま
っ
た
り
、
跳は

ね
上
が
っ
た
ど
ろ

水
で
着
物
が
汚
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ふ

さ
い
だ
心
情
を
言
い
表
す
の
に
、
ゼ
ン
テ
・
ゼ
ー
ン
テ
を
用
い
、

や
や
強
め
た
表
現
を
し
ま
す
。
ゼ
ン
テ（
ゼ
ー
ン
テ
）は
す
っ
か
り
、

全
部
、
ま
る
で
、
す
べ
て
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
サ
マ（
か
み
な
り
）
が
鳴
り
出
し
た
と
思
っ
た
ら
、
急

に
雨
が
降
っ
て
き
て
、
上
着
も
ズ
ボ
ン
も
、
ゼ
ン
テ
び
し
ょ
濡ぬ

れ

ン
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」

　

ま
た
ゼ
ー
ン
テ
は
、
す
っ
か
り
駄
目
に
な
っ
た
こ
と
を
含
め
て

言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
雨
の
夜
、
酒
に
酔
っ
て
道
路
で
ヒ
ッ
ク
リ
ケ
ッ
テ（
転
ん
で
）、

着
物
を
ゼ
ー
ン
テ
に
し
ち
ゃ
っ
た
」

「
野
菜
が
雹
ひ
ょ
う
に
打
た
れ
て
ゼ
ン
テ
ン
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」

　

ゼ
ン
テ（
ゼ
ー
ン
テ
）は
、「
全ぜ
ん
た
い体
」が
意
味
変
化
し
た
も
の
で
す
。

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

「
ヒ
ト
×
コ
ト
」

世
代
か
ら
世
代
を
繋
ぐ

　

石
川
さ
ん
は
、
佐
野
市
を
中
心
に
街
づ

く
り
・
教
育
・
環
境
・
里
山
整
備
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
活
動
す
る
「
地
域
活
性
化
」

の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
よ
う
な
存
在

で
す
。

　

昨
年
八
月
、
石
川
さ
ん
の
営
む
旅
行
会

社
が
、
全
国
五
四
〇
〇
社
の
中
か
ら
、
佐

野
市
の
観
光
素
材
を
い
か
し
た
企
画
が
評

価
さ
れ
「
第
５
回
地
旅
大
賞
」
を
受
賞
。

佐
野
市
の
魅
力
が
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ま
ち
な

か
の
活
性
化
を
仕
掛
け
る「
い
っ
展
べ
ぇ
」

や
地
球
環
境
を
考
え
る
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス

デ
ー
」
の
実
行
委
員
と
し
て
携
わ
り
、
新

庁
舎
完
成
と
市
町
合
併
十
周
年
を
記
念
し

た「
Ｓ
フ
ェ
ス
タ
」の
際
に
は
、
実
行
委
員

会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
記
念
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
「
主
体
的
な
市
民
が
、
自

分
た
ち
の
手
で
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
繋

げ
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

「
佐
野
市
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

で
は
、
各
環
境
部
門
の
繋
ぎ
役
に
な
り
、

新
設
さ
れ
た
「
ｓ
ａ
ｎ
ｏ 

ｅ
ｃ
ｏ
キ
ッ

ズ
」
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○プロフィール

　１９８６年に大手旅行会社入社後、２００１

年独立し、吉水駅前で旅行業を営む。

　いっ展べぇ実行委員会、佐野市環境ネット

ワーク会議、佐野市まちづくり、条例の会な

ど多方面の分野で佐野市の発展に尽力してい

る。

石川 直樹さん

（吉水駅前）

ま
た
、「
佐
野
市
条
例
を
つ
く
る
会
」
の

議
会
・
行
政
検
討
部
会
長
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
も
、
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
の
役
員
と
し
て
事
業
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
里
山
整
備
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
に
精
力
的
な
活
動
の
原
点
を

訊
ね
る
と
「
小
・
中
・
高
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
務
め
た
際
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

た
こ
と
の
恩
返
し
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
「
地
域
」
を
誇
り
に
感

じ
て
い
る
方
々
と
佐
野
市
を
楽
し
み
に
来

て
く
れ
る
人
の
た
め
に
、
新
会
社
を
設
立

し
、
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
、
訪
日
旅
行
な
ど
で
世
界
に
佐

野
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
を
展
開
し

て
行
く
そ
う
で
す
。
石
川
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
市
民
記
者
・
佐
藤
久
夫
）里山整備団体の皆さんと

一緒に汗を流す



KOUHOU	SANO
H28.2

04

【受付時間】　飛駒・野上支所、氷室地区公民館は午前９時３０分～午後３時

それ以外の会場は、午前９時３０分～午後４時

　

市
・
県
民
税
の
申
告
受
付
は
、
２
月
16
日

（火）
か
ら
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
資
料
や
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
書
は
１
月
末
に
郵
送
し
ま
し
た
。
申
告
書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
方
で
申
告
す
る
方
は
、
市
民
税

課
（
新
庁
舎
２
階
）、
田
沼
、
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.sano.lg
.jp)

書
類
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は
来
年
か
ら
で
す

【申告受付の日程・会場・対象町名（住所）】
日付 受付会場 受付町名

2 月 16 日 火 飛駒センター（支所）飛駒

2 月 17 日 水 野上センター（支所）御神楽・長谷場・白岩・作原

2 月 18 日 木

田沼中央公民館
小ホール（3 階）

石塚・山越・戸室・岩崎

2 月 19 日 金 小中・山形・梅園・閑馬・下彦間

2 月 22 日 月 栃本・戸奈良

2 月 23 日 火
小見・吉水・新吉水・
吉水駅前 1 丁目～ 3 丁目・船越

2 月 24 日 水 赤見・出流原・寺久保

2 月 25 日 木 田沼

2 月 26 日 金 吾妻地区公民館
大古屋・庚申塚・田島・君田・船津川・
免鳥・村上・上羽田・下羽田・高橋

2 月 29 日 月
城北地区公民館

若松・天神・奈良渕・田之入・並木

3 月 1 日 火 堀米

3 月 2 日 水

葛生あくとプラザ

中・豊代・牧・仙波

3 月 3 日 木
葛生西 1 ～ 3 丁目・宮下・築地・富士見・ 
鉢木・長坂・嘉多山・あくと・山菅・
会沢

3 月 4 日 金 葛生東 1 ～ 3 丁目・多田

3 月 7 日 月 氷室地区公民館 柿平・水木・秋山

3 月 8 日 火

勤労者会館 

久保・相生・高砂・万町・伊賀・本町・
大蔵・朝日・大町・大橋・天明・大和・
亀井・金屋下・金屋仲・金井上・大祝・
金吹

3 月 9 日 水
馬門・高山・高萩・北茂呂・茂呂山・
越名

3 月 10 日 木 上台・七軒・植野・植上・寺中

3 月 11 日 金
植下・若宮上・若宮下・伊保内・赤坂・
飯田

3 月 14 日 月
韮川・富士・大栗・富岡・浅沼・栄・西浦・ 
鐙塚・黒袴

3 月 15 日 火
犬伏上・犬伏中・犬伏下・犬伏新・米山南・ 
関川・町谷・伊勢山

○申告に際してのお願い

① 混雑緩和のため、なるべく指定された日に申告してください。※都合がつかない際は他の日でも可

② 申告期間中は市民税課窓口での申告書作成のための相談は行いません。

③ 給与や年金収入のみの方の確定申告相談は、市開設の申告会場でも申告できます。ただし、平成２７年中に入

居された方で、住宅ローン控除を申告される方は、税務署での相談・提出となります。

④ 給与や年金以外の所得のある方、または申告書の控えに税務署の収受印が必要な方の確定申告相談は、市開

設の申告会場では行いません。佐野税務署での相談・提出となります。

⑤ 住宅ローン控除を受けようとする方で、年末調整での控除を行っていない方は、申告期限（３月１５日）までに

申告してください。

⑥ 上場株式等に係る配当所得や譲渡所得で、支払われる際に市・県民税が源泉徴収されている場合は、申告不

要です。ただし、所得控除等の適用を受けるため、他の所得と一緒に申告することもできます。申告をした場

合、配当所得や譲渡所得は合計所得に含まれるため、国民健康保険税などの算定や扶養の判定、各種給付（所

得基準）に影響が出ることがありますので、ご注意ください。

●確定申告の問合せ

佐野税務署☎（２２）４３６６

●市・県民税の問合せ

市民税課　☎（２０）３００８

申
告
期
限（
３
月
15
日
）ま
で
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

※本紙１５ページにも「税務署からのお知らせ」を掲載しています。

　合わせてご確認ください
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○申告書の書き方

　申告書をご自身で書く場合は「申告書の書き方」をご確認ください。事業（営業、農業）所得、不動産所得

がある方は、収支内訳書も作成してください。なお、事業の規模に関わらず、所得税の申告が必要ない方も、

平成２６年１月から記帳・帳簿の保存が義務付けられています。

○受付会場に持参するもの

① 市・県民税申告書（受付会場にもあります）、または確定申告書（税務署から郵送されている方）

② 印かん（認め印）

③ 所得金額を証明する書類（給与所得や公的年金所得のある方は源泉徴収票など）

④ 事業所得（農業所得を含む）などのある方は、収支内訳書（収入や経費を記載した帳簿や領収書など）

⑤ 平成２７年中に支払った国民年金保険料・国民健康保険税・介護保険料などの領収書、生命保険料・地震保

険料などの控除証明書

⑥ 障害者控除を受けようとする方は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳または障害者控除

対象者認定書など

⑦ 医療費控除を受けようとする方は、平成２７年中に支払った医療費の領収書（保険などで医療費の補てんを受

けた方は補てん金額のわかる書類も持参）　※医療費の合計金額をあらかじめ計算してきてください

⑧ 寄附金税額控除を受けようとする方は、寄附金受領証明書

⑨ 住宅ローン控除を受ける方は、税務署からの住宅借入金等特別控除額の計算書、金融機関の年末残高証明書

※給与所得者で年末調整を受けた控除以外の各種控除（雑損、医療費、社会保険料、扶養など）を受ける場合や、

　年金受給者が扶養親族等申告書で申告した控除以外の控除を受ける場合などは、申告が必要となります

○受付会場に来られない方　申告書は郵送でも提出できます。また、家族など代理人に依頼することもできます。

【郵送先】　確定申告書→佐野税務署　〒３２７－８６０１（住所不要）、

　　　　　市・県民税申告書→市役所市民税課　〒３２７－８５０１（住所不要）

平成２８年度分から適用されるおもな税制改正　

①寄附金税額控除（ふるさと納税）の特例控除額の拡充　

　都道府県・市区町村に対する寄附の特例控除額の上限を、平成２７年中に支出する寄附金（平成２８年度分

の個人市・県民税）から、個人市・県民税所得割額の１割から２割になります。

②公的年金仮特別徴収税額の算定方法の見直し（仮特別徴収税額の平準化）

　特別徴収税額の平準化を図るため、公的年金仮特別徴収税額が「前年度分の公的年金等に係る個人住民税の

２分の１に相当する額」となります。本改正は、仮特別徴収税額の算定方法の見直しであり、新たな税負担は

生じません。

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

改正前

( ２８年度）

前年度分の本徴収額× 1/3

（前年度分の２月と同様）
（年税額ー仮徴収税額）× 1/3

改正後

（２９年度）
（前年度分の年税額× 1/2）× 1/3 （年税額ー仮徴収税額）× 1/3

ご存じですか？「ｅ－ｔａｘ」（確定申告の電子申告）

　マイナンバーカードや住民基本台帳カード（住基カード）をお持ちの方で、所定の手続きがお済みの場合、ご自

宅に居ながら確定申告が提出できる「e-tax」がご利用になれます。また、カードをお持ちでない方も、国税庁ホー

ムページから確定申告書を作成することができます。詳しくは同ホームページ（http://www.nta.go.jp) をご覧ください。

市・県民税を給与天引されている方で、ほかの所得がある方

　給与所得者（サラリーマン・パートの方など）の市・県民税は、給与支払者（事業主）が給与から天引きして、

まとめて納入する決まりになっています。

　給与所得以外に収入があって、その分の市・県民税を給与からの天引きとは別に自分で納付したい場合は、

申告が必要です。申告書の住民税（市・県民税）の徴収方法の欄で、「自分で納付」にチェックを付けてくださ

い。ただし、申告の内容によっては自分で納付できない場合があります。
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パブリック・コメントを実施します
　このたび下記の案ができましたので、パブリック・コメントを実施し、皆さんのご意見を募集します。

計画名 内容 意見募集期間（必着）・所管課

佐野市教育大綱（案）

平成２７年４月１日より、地方教育行政の組
織および運営に関する法律の一部が施行され
たことに伴う教育、学術および文化の振興に
関する総合的な施策の大綱

１月２５日（月）～２月２６日（金）
政策調整課（新庁舎４階）

「佐野市地域防災計画」

及び「佐野市水防計画」

の見直し（案）

災害対策基本法をはじめとした水防法等の法
令改正のほか、近年の自然災害を踏まえた「佐
野市地域防災計画」及び「佐野市水防計画」の
見直し

２月５日（金）～３月７日（月）
危機管理課（新庁舎６階）

▲

閲覧場所＝情報公開窓口（新庁舎２階）、田沼・葛生の各行政センター、

　　　　　　上記の所管課（窓口）　※市ホームページからも閲覧可

▲

閲覧時間＝午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土・日曜日、祝日は除く）

▲

意見提出＝閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　直接、郵送、ファックスまたは電子メールで、各所管課へ

政策調整課
〒３２７ ‐ ８５０１　（住所不要）
ＦＡＸ（２１）５１２０　seisaku@city.sano.lg.jp

危機管理課
〒３２７ ‐ ８５０１　（住所不要）
ＦＡＸ（２２）９１０４　kiki@city.sano.lg.jp 

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００・危機管理課☎（２０）３０５６

　※電話による意見は受け付けしません

佐野市表彰式を開催しました
　１月７日に佐野市表彰式が文化会館で行われ、市政に対して功労功績のありました次の方々に表彰状

などが贈られました。

○功労表彰受章	（順不同）
表彰条例第３条第１項第１号該当

金子宏平	様（社会福祉功労）

小野ナツ	様（社会教育功労）　

表彰条例第３条第１項第３号該当

野城良弘	様（永年副市長）　　　 

 ○徳行表彰受章（寄附受け入れ順）
（個人１００万円・団体３００万円以上の

金品を市に寄附された方）

吉澤石灰工業㈱ 様

協和㈱　 様

㈱ＴＫＣ 様

髙瀬孝三 様

㈱祥和コーポレーション 様　　　　　　　　　                               ■問合せ＝秘書課☎(２０)３００６
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全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野　■問合せ＝生涯学習課☎（２０）３１０９

▲

日時＝３月５日 ( 土 ) ～６日 ( 日 )　

▲

会場＝文化会館周辺

　観光コンベンションの一環として、 ｢全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野｣ を開催します！

　全国各地の活発なまちづくり活動の実践事例の情報交換や、参加者同士で交流を図ることができ、今

後のまちづくり活動のヒントが詰まっています。

　また会場周辺には、さまざまな展示・体験コーナーや、ラーメン・いもフライ・さのまるグッズ、各

地の特産品など販売ブースなども開設され、さのまると各地のご当地キャラたちも来場を予定していま

す。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

【５日（土）】午前１０時～午後４時３０分

開会式典・基調講演 午後１時～午後２時３０分

分科会

全国の自治体、団体の

先 進 的 な 実 践 事 例 を

１２分科会に分かれて

発表します。

第１部（第１～４分科会）　	午前１０時～正午

①子ども教育・子ども育成・こども活動

②創年・成人教育・指導者養成・社会教育施設

③国際理解・異文化交流

④コミュニティ・自治会・自主防犯・自主防災

第２部（第５～８分科会）　

午後２時３０分～４時３０分

⑤女性・女子力

⑥空き活用・まちなか活性化

⑦子育て支援・学校支援・学社連携・融合

⑧地域で活躍する子ども・若者たち

このほか午後５時３０分から、マリアージュ仙水で交流会「特産品の交流と名刺交換！！」（別途費用）

各地から集まった参加者との交流会を開催します。情報や、持ち寄ったものを肴に交流しましょう！

【６日（日）】午前１０時～午後３時３０分

分科会

第３部（第９～１２分科会）　　午前１０時～正午

⑨環境・観光・自然保護・環境保全

⑩青少年教育・青少年活動・社会参画

⑪ＮＰＯ・市民活動・地域課題解決

⑫健康づくり・スポーツ

全体会

（基調対談・基調提言）

「東日本大震災」から

５年。あの日を忘れな

いよう、当時被災地で

活躍したお二人を招い

て対談を行います。

午後１時～　基調対談

テーマ「３.１１で再認識した生涯学習の重要性」

　　　～災害発生時の対応と震災復興の現場から～

対談者：宮城教育大学教育復興支援センター　              野澤　令照　さん

　　　  福島大学うつくしまふくしま未来支援センター  天野　和彦　さん

司会者：埼玉県朝霞市立朝霞第三小学校長　　　　　     加藤　美幸　さん

午後２時４０分～　基調提言　

講師：福留　強　さん（大会実行委員会顧問）

【両日同時開催】

楽習講師フェア	　　

午前１０時～午後３時

各分野で活躍する楽習講師が専門分野を生かし、ステージ発表や、体験・交流・

相談・展示など、さまざまなコーナーを出展します。（詳細本紙９ページ）

静のアート作品展　　

午前１０時～午後４時
生涯学習の一環として創作活動に取り組んでいる方の作品を展示します。



KOUHOU	SANO
H28.2

08

生
涯
学
習
情
報

オ
ー
プ
ン

■

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
☎

（２０）
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楽
がくしゅう

習講師を募集しています

　楽習講師とは、市民の皆さんの学習活動をボランティアで支援してくださる「生涯学

習ボランティア講師」です。平成２７年１２月１日現在で、１４３人および２９団体の

楽習講師が登録し、さまざまな分野で活躍しています。楽習講師には、どなたでも得意

な分野で登録できます。詳しくは、お気軽に生涯学習課までご連絡ください。

生涯学習メニューパンフレット

　生涯学習メニューパンフレットを年２回発行しています。

　このパンフレットでは、市内の講座・イベント情報等を紹介しています。

また、前期メニューパンフレット（４月発行）には楽習出前講座メニュー 一覧、

後期メニューパンフレット（１０月発行）には各公民館のサークル一覧が掲

載されています。

　それぞれの情報がジャンル分けされているので、興味のある情報を探す際

に便利です。

　生涯学習課（３階）窓口や、各地区公民館、市立図書館などにも設置してあ

ります。また市ホームページ（以下ＵＲＬ）にも掲載してあります。

http://www.city.sano.lg.jp/komoku/syougaigakusyuu/index.html

　市では、市民の皆さんが楽しく学ぶ「楽
がくしゅう

習」による生涯学習を推進しています。　

ぜひご一緒に楽しく学びましょう！

楽習講師に登録すると、こんな活動が可能です

【楽習出前講座】

楽 習 出 前 講 座 と し て ご 自 分 の 講 座 メ

ニューを登録し、市民の皆さんや市内の

団体などのリクエストに応じて楽習講師

が出向き、講話や実習を行うものです。

楽習講師による出前講座メニューは全部

で２００種類以上あります。

（詳細は市のホームページに掲載）

【楽習講師フェアへの参加】

　楽習講師フェアでは、各講師が専門分野を生かし、ステー

ジ発表や、体験・交流・相談・展示など、さまざまなコーナー

を出展し、参加者と交流を図ることができます。

　前回のフェア（平成２７年３月開催）では、６５人の講師

の方が参加し、延べ約３，６００人の参加者が来場するなど、

とても賑わいました。

　
【楽習講師企画講座】

　楽習講師が自ら企画・運営する講座で

す。受講者の受け付けは生涯学習課で行

います。

▲

会場＝公共施設など

　（会場の確保は講師が行う）

▲

内容＝登録分野についての講座

▲

周知＝広報さの講座情報などに掲載
前回の楽習講師フェアの様子

「楽習講師フェア」を開催　（「全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野」同時開催！）
▲

日時＝３月５日（土）～６日（日）午前１０時～午後３時　

▲

会場＝文化会館周辺　

　左のページの内容で、開催します。当日は「全国学びとまちづくりフォーラム in 佐野」（詳細本紙７ペー

ジ）も同時開催。ぜひご来場ください。
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講師名 タイトル 内容

鵜澤誠一
体験・伝統の楊式

太極拳

普段見られない伝統の楊式太極拳を見

ることができます。（体験可）

江田智子 蝋書・書道体験
筆を使って初心者でも文字を書く体験

ができます。（作品の展示も有）

大串洋昭 歴史小説を読もう 読書会への参加呼びかけをします！

岡田育子 せっけんアート せっけんで、かわいいスワンを作成♪

岡野谷留里子
絵手紙を描いてみ

よう

墨と顔彩でハガキに物を見ながら絵と

文字を書く体験ができます♪

落合太郎
樹脂粘土でオリジ

ナルビーズ作り

オーブンで焼くとプラスチックになる

粘土でオリジナルビーズ作りをします

ので、これを機会に作ってみよう！

落合良子
押し花のしおり作

り

季節のいろいろな草花を押花にして世

界に一つのしおりを作ります。

片柳哲也
マ ル チ リ ン ガ ル

（多言語入門）

多言語楽習の体験…グローバルな世界

へようこそ！

川合將義
コマが作る光の不

思議

白黒コマが色を作ります。コマを作っ

ての実験や放射線のＱ＆Ａを開催！

北村靜子
和 楽 器 体 験 コ ー

ナー

琴三味線を弾いて、音色を体験しま

しょう。

桑原浩之
パンチとキックを

学びましょう

パンチングミット等を使って、パンチ・

キックの打ち方を学びます！

駒形一俊

手作りピザ、アッ

プルパイを焼いて

みませんか！

生地をのばしてトッピングピザとアッ

プルパイを焼きましょう♪

篠﨑智子

メタリックヤーン

を使って帽子スト

ラップ

エコキャップを使って帽子のストラッ

プ作り。

関野義明
もめないための相

続準備と財産管理

最近話題の「家族信託」を活用した相

続準備と財産管理方法の紹介！！

田沼富美子

（西川由芙巳）

楽しく踊って着物

美人に

着付けをして「さくらさくら」を踊り、

着物美人になりましょう（着物はご用

意します）。

橋本克己 バルーンアート
バルーンアートの体験などができるの

はここだけ！

初山テル
絵手紙を描いてみ

よう

墨と顔彩でハガキに物を見ながら絵と

文字を書く体験ができます♪

初山マサ子 里山切り絵
絵の白い部分をカッターで切りぬい

て、切り絵を仕上げましょう♪

講師名 タイトル 内容

早川真知子 太極拳 太極拳の体験ができます。

広瀬幹雄 ボランティア
ボランティアとして参加します。

総合案内で参加者を募集！

笛沢雀水 唄物篠笛の体験

手作篠笛を体験していただくコー

ナーを設置します。なお、手作り

篠笛を希望者にはお譲りします。

松田トク子
着物の簡単な帯

結び

洋服の上から着物の簡単な帯結び

を体験できるコーナーを設置しま

す。

宮森勝市 中国文化

中国茶を楽しみながらの交流広場。

来場者にくつろぎのひとときを提

供します。

村上尚司
囲 碁 と 算 数 １・

２・３

囲碁とは何か？囲碁と算数の関係

をわかりやすく解説します。

村田安旦 水彩画
水彩画の体験、果物、花など絵の

具にて描く簡単で楽しい時間です。

焼田恵美子
布バックにデコ

パージュ

紙ナプキンを使って布バックにデ

コパージュしてみませんか？

屋代美智子
絵手紙を描いて

みよう

ハガキに季節の果物や民芸品を描

いてやさしい言葉を添えましょう。

吉田隆勝
マーブル染めハ

ンカチつくり

水面にできた色や模様をハンカチ

に写し染めます。

渡邊美樹
フラワーアレン

ジ

生け花アレンジとプリザーブドフ

ラワー２種類の体験を提供します。

行政書士グループ
かたくり

知って安心！相

続・ 遺 言・ エ ン

ディングノート

相続・遺言・エンディングノート

に関する情報提供および相談を受

付します。

グループ・わっく

る

「男女共同参画っ

てな～に？」

クイズにチャレンジ！女性も男性

もいきいき暮らせる社会って？

子育て支援まむ・

すまいるねっと
子供向け工作

木工やリサイクル工作のものづく

りを体験してみませんか？

佐野市裏千家
茶道教授会

日本のおもてな

しのマナーを体

験しよう

抹茶やお菓子の頂き方を体験し、

おもてなしの心や触れ合いを楽し

むことができる憩いの空間。

日本タッチケアセ

ラピー協会

手遊びタッチケ

ア
手遊び感覚で簡単タッチケア！！

読み合いサークル

「こころ」
読み聞かせ

こどもから大人まで楽しめる絵本

の世界へどうぞ！！

３月５日（土）

時間 演目（タイトル） 講師名

１時～ くずう民話語り くずう民話の会

１時４０分～ 江の島ひとり日本舞踊唄 関根有希

２時１０分～ 囲碁と算数１・２・３ 村上尚司

２時２５分～ ハワイアンフラ 丸山キヌ巳

３月６日（日）

時間 演目（タイトル） 講師名

１０時～ すごいぞ太極拳 鵜澤誠一

１０時１５分～ 手渡し型特殊詐欺 佐野市消費生活リーダー連絡協議会

１０時３０分～ フラダンス 矢澤敦子

１０時４５分～ さの民話美寿々会 さの民話美寿々会

１１時～ フラダンス 斉藤幸枝

１１時１５分～ レクリエーションゲーム 橋本克己

１１時３０分～ 楽しいフラダンス 金井千代子

１１時４５分～ ベリーダンス 平岩美恵

正午～ 楽しいフラダンス 大高久江

１２時１５分～ 休演

１時～ 日本舞踊 田沼富美子（西川由芙巳）

１時１５分～ オリジナルソングコンサート ダディパパと仲間たち

１時３０分～ 太極拳 早川真知子

１時４５分～ 日本舞踊 島田スミ（西川由純）

楽習講師フェア　展示・体験コーナー一覧　子どもから大人まで楽しめる内容が盛りだくさんです！

講師が各ジャンルのコーナーを準備してお待ちしています。( 会場：文化会館　会議室、ホワイエ他）

ステージ発表
楽習講師が日頃の活動の成果をステージで

発表します。（会場：文化会館大ホール）
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら

せ　

■
申
込
・
問
合
せ
＝
同
課

☎
（２４）
５
７
７
０

●
妊
婦
健
康
診
査　

　

妊
娠
中
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育

が
進
む
に
つ
れ
変
化
が
起
こ
っ
て

き
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、

ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
月
１
回
（
妊
娠
24

週
以
降
は
月
２
回
、
さ
ら
に
妊
娠

36
週
以
降
は
週
１
回
）
は
、
医
療

機
関
や
助
産
所
で
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

医
師
や
助
産
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
積
極
的
に
健
康
管
理
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
に
か

か
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
の
検
査
項
目
以
外
は
自

費
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
助
成
の
詳
細
は
、
妊
婦
健
康
診

査
受
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
中

　

今
回
は
全
血
献
血
の
み
で
、
成

分
献
血
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力

③
高
齢
者
寝
具
洗
濯
事
業
…
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
寝
具

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
事
業

▼
申
込
＝
２
月
18
日

（木）
ま
で
に
、

い
き
い
き
高
齢
課（
１
階
）に
備
え

付
け
の
申
請
書
を
ご
記
入
の
う

え
、
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
①
・
②
の
事
業
に
つ
い
て
、
登

録
済
み
の
事
業
者
に
は
後
日
継
続

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す

※
③
の
事
業
は
後
日
ご
案
内
を
し

ま
す

■
申
込
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム
㈱（
天
神
町
）、
建
築
住
宅

課
（
新
庁
舎
５
階
）、田
沼
・
葛
生

の
行
政
セ
ン
タ
ー
で
２
月
１
日

（月）
か
ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案

内
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
指
定
管

理
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
高
萩
（
３

Ｄ
Ｋ
）、
堀
米
（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米
山

（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
）、

奈
良
渕
（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米
山
南
（
３

Ｄ
Ｋ
）
下
田
沼
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

吉
水
（
３
Ｄ
Ｋ
）、 

西
原
（
２
Ｄ

Ｋ
）、
駅
南
ハ
イ
ツ
（
３
Ｄ
Ｋ
）

■
問
合
せ
＝
指
定
管
理
者

☎
（２１）
６
０
０
６

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

高
齢
者
福
祉
事
業
を
請
け
負

う
事
業
者
の
募
集

▼
対
象
事
業
＝

①
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む
つ

券
給
付
事
業
…
市
内
の
登
録
さ
れ

た
薬
局
な
ど
で
、
紙
お
む
つ
を
購

入
す
る
際
に
、
購
入
代
金
の
一
部

を
助
成
す
る
事
業

②
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
…
高
齢

者
が
保
険
適
用
外
の
施
術
を
受
け

る
際
に
、
施
術
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

※
知
事
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の

印
の
あ
る
免
許
証
が
必
要
（
申
込

の
際
に
写
し
を
提
出
）

健
康
福
祉

い
た
だ
け
る
方
は
、
直
接
、
会
場

へ
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
お
持

ち
に
な
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
29
日

（月）
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

▼
日
時
＝
市
役
所
南
側
駐
車
場

（
市
民
広
場
）

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

３
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
都
合

が
悪
い
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う　

か
か
り
つ
け
医
は
、
患
者

さ
ん
の
病
歴
な
ど
を
把
握
し
て
い

る
の
で
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治

療
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
か
か

り
つ
け
医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
病
院
の
市
民
講
座

●
た
ば
こ
と
健
康

　

喫
煙
が
自
身
や
周
囲
の
人
の
健

康
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
24
日

（木）
午
後
４
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
市
民
病
院
Ａ

棟
５
階
研
修
室　

▼
講
師
＝
村
田

宣
夫
医
師
（
帝
京
大
学
教
授
、
当

院
非
常
勤
外
科
医
）

▼
費
用
＝
無
料　

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室

☎
（６２）
９
０
２
４　

募

集

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで

8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

1月１８日（月）
　～３月１２日（土）

冬期無料送迎バス

３月３０日までの予約受付中
現在、３月３０日までの予約を受け付けて
います。皆さまのご利用をお待ちしています。
（平成２８年３月で営業を終了いたします。
多くの方にご利用いただきありがとうござ
いました。）

上記期間中、市内発着の無料送迎バスを
毎日運行します。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

入
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
お
受
け
頂
い
た
ご
家
庭
に
対
象

と
な
る
中
学
生
が
い
る
場
合
、
同

市
へ
の
派
遣
の
際
に
別
枠
で
の
応

募
が
で
き
ま
す

▼
受
入
期
間
＝
５
月
10
日

（火）
～
16

日
（月）
（
予
定
）
▼
対
象
＝
市
内
に

お
住
ま
い
で
、
期
間
中
の
送
迎
が

確
実
に
で
き
、
対
面
式
・
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
出
席
が
可
能
な

ご
家
庭
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
募
集
数
＝
23
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
）

▼
申
込
＝
３
月
25
日

（金）
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
用
紙
を
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

国
際
交
流
協
会
へ

〒
３
２
７
‐
０
０
０
３

佐
野
市
大
橋
町
２
１
８
３

siea@
sctv.jp

※
応
募
用
紙
は
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

な
お
、
各
市
内
小
中
学
校
に
も
配

布
し
て
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
会
☎

（２４）
４
４
４
７

第
２
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
佐
野
「
ド
リ
ー
ム
賞
」

　

目
的
を
持
っ
て
、
専
門
技
術
や

特
別
な
資
格
な
ど
を
取
得
す
る
た

自
衛
官
候
補
生
緊
急
募
集
！

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
（
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
）
▼
試
験
日
＝
２
月
21
日

（日）

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
、
面
接
・
作

文
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

▼
申
込
＝
２
月
16
日

（火）
必
着

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃
木
地
方
協

力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４

（７３）
０
２
３
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

登
録
し
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

は
、
高
年
齢
者(

60
歳
以
上
）が
働

く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得

る
と
共
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
組
織
で
す
。

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
、
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

ま
た
、
仕
事
の
依
頼
も
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝

公
益
社
団
法
人
佐
野
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎

（２３）
７
７
６
５

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

市
が
平
成
28
年
度
姉
妹
都
市
ラ

ン
カ
ス
タ
ー
市
中
学
生
受
入
事
業

を
実
施
す
る
の
に
伴
い
、
国
際
交

流
協
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
へ　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９

「
統
計
の
日
」の
標
語
を
募
集

　

「
統
計
の
日
（
10
月
18
日
）
」
の

周
知
を
図
る
た
め
の
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
２
月
１
日

（月）
～
３

月
31
日

（木）　

■
問
合
せ
＝
政
策
調

整
課
統
計
係
☎

（８６）
３
４
２
３

ア
イ
ヌ
文
化
交
流
の
集
い

▼
日
時
＝
２
月
14
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
内
容
＝
人
権
講
演
会「
ア
イ
ヌ

民
族
の
歴
史
と
文
化
」
、
ム
ッ
ク

リ
（
ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
わ
る
竹
製

の
楽
器
）
演
奏
体
験
、
ア
イ
ヌ
古

式
舞
踊
公
演
▼
講
師
＝
竹
内
渉
さ

ん（
北
海
道
ア
イ
ヌ
教
育
相
談
員
）

▼
定
員
＝
300
人　

※
先
着
250
人
に

ム
ッ
ク
リ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

※
無
料
・
事
前
申
込
不
要

▼
主
催
＝
部
落
解
放
同
盟
佐
野
市

協
議
会
、
佐
野
市
部
落
解
放
交
流

会
■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

め
に
励
む
女
性
の
人
材
育
成
に
貢

献
す
る
た
め
、
ド
リ
ー
ム
賞
と
し

て
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

詳
細
を
確
認
の
う
え
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
▼
募
集
期
間
＝
３

月
１
日

（火）
～
６
月
30
日

（木）　

▼
対
象
＝
高
校
３
年
生
～
高
校
卒

業
の
資
格
を
有
す
る
29
歳
ま
で
の

女
性
▼
支
援
金
＝
30
万
円（
１
人
）

▼
選
考
＝
小
論
文
と
面
接

▼
主
催
＝
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

佐
野　

▼
後
援
＝
佐
野
市
ほ
か

■
問
合
せ
＝
同
実
行
委
員
長
・
小

林
☎

（２３）
６
６
６
６

わ
ん
ぱ
く
ス
キ
ー
教
室

▼
期
日
＝
２
月
28
日

（日）

午
前
６
時
30
分（
集
合
予
定
）

▼
会
場
＝
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
ス
キ
ー
場
（
長
野
県
）

▼
対
象
＝
小
学
４
年
生
～
中
学
生

（
保
護
者
の
同
伴
可
）

▼
講
師
＝
佐
野
ス
キ
ー
協
会
員

▼
定
員
＝
先
着
40
人
（
同
伴
者
含

む
）
▼
費
用
＝
３
５
０
０
円
（
リ

フ
ト
券
な
ど
は
別
途
）

▼
申
込
＝
２
月
２
日

（火）
～
12
日

（金）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

に
、費
用
を
添
え
て
直
接
、ス
ポ
ー

ツ
立
市
推
進
課
（
新
庁
舎
３
階
）、

運
動
公
園
管
理
事
務
所
、
ま
た
は
、

催

物

し

木造建築科〈３年制〉
建築設計科〈２年制〉
短期課程
（技能士受験講座８回）１０月～１２月  

授業は土曜日実施

佐野共同高等産業技術学校
【入学申込・問合せ】 ０２８３̶２３̶７１０９

一生頼れる技術と資格を！ 知事認定

平成２８年度
４月スタート!! ＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方

＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室

　

元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
代
表

選
手
・
大
山
加
奈
さ
ん
な
ど
を
講

師
に
迎
え
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
21
日

（日）
午
後 

0

時
30
分
～
４
時（
１
時
～
開
会
式
、

１
時
30
分
～
教
室
）

▼
会
場
＝
運
動
公
園
市
民
体
育
館

▼
講
師
＝
大
山
加
奈
さ
ん
、
大
山

未
希
さ
ん
（
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

元
プ
ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
）
■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市

推
進
課
☎

（２０）
３
０
４
９

※
教
室
の
受
講
者
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ス
タ
ン
ド
席
で
の
観

覧
の
み
と
な
り
ま
す（
入
場
無
料
）

SA
N
O

F
E
S!!2016-

佐
野
の

風
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
＝
２
月
21
日

（日）
午
後
１
時

開
場
・
１
時
30
分
開
演 

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ　

▼
出
演
＝
坂
入
健
太
・
ニ
ト
リ
ヒ

ロ
ヤ
ス
・
み
ど
り
か
わ
さ
ん
・
横

田
悠
二
・S

A
N

O

ブ
ラ
ン
ド
―
ル
・

と
ち
お
と
め
25　

▼
料
金
＝
前
売

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

500
円（
税
込
・
全
席
自
由
）

※
小
学
生
以
下
無
料
、
当
日
券
は

各
100
円
増　

■
問
合
せ
＝
葛
生
あ

く
と
プ
ラ
ザ
☎

（８６）
４
７
１
５

Ｒ
２
９
３
美
術
展
２
０
１
６

「
た
だ
い
ま
発
生
中
！
」

▼
期
間
＝
５
月
21
日

（土）
～
６
月
５

日
（日）
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

※
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
休
館 

▼
会
場
＝
文
化
会
館 

▼
料
金
＝
一
般
300
円
、
高
校
生
以

下
無
料 

▼
発
売
＝
２
月
６
日

（土）

午
前
10
時
か
ら

【
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
】

▼
日
時
＝
５
月
21
日

（土）
午
後
１
時

開
場
、
１
時
30
分
開
演 

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
演
奏
＝
フ
ラ
ワ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
あ
り

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

２
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
２
月
21
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
万

葉
の
里
・
城
山
記
念
館　

▼
席
主

＝
勅
使
川
原
宗
静
さ
ん
（
佐
野
市

茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
表
千
家
）

▼
茶
券
＝
600
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

図
書
館
の
催
し

田
沼
図
書
館
☎

（６１）
１
１
３
６

●
文
学
入
門
講
座
（
連
続
講
座
）

「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
魅
力
に
迫

る
‐
立
石
寺
か
ら
象
潟
へ
‐
」 

▼
日
時
＝
２
月
20
・
27
日

（土）
午
後

２
時
～
４
時　

▼
会
場
＝
同
館

▼
講
師
＝
塚
越
義
幸
さ
ん
（
國
學

院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教
授
）

▼
定
員
＝
先
着
40
人
（
無
料
）

▼
申
込
開
始
＝
２
月
３
日

（水）

●
グ
レ
ゴ
の
音
楽
一
座
～
ひ
げ
も

じ
ゃ
グ
レ
ゴ
の
魔
法
の
世
界
～

▼
日
時
＝
３
月
６
日

（日）
午
後
２
時

～
３
時　

▼
会
場
＝
同
館

▼
内
容
＝
生
演
奏
あ
り
、
お
話
あ

り
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要　
　
　

▼
協
力
＝
佐
野
子
ど
も
劇
場　
　

葛
生
図
書
館
☎

（８６）
３
４
１
６

●
「
小
さ
な
子
と
パ
パ
・
マ
マ
の

ヨ
ガ
パ
ー
テ
ィ
」

▼
日
時
＝
２
月
28
日

（日）
午
前
11
時

～
正
午
（
開
場
10
時
30
分
）

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民
館
ホ
ー

ル　

▼
対
象
＝
幼
児
と
保
護
者

▼
内
容
＝
人
形
た
ち
が
楽
器
を
演

奏
し
素
敵
な
音
楽
を
奏
で
る
ラ
イ

ブ
シ
ョ
ー

▼
定
員
＝
先
着
15
組
（
無
料
）

▼
協
力
＝
佐
野
子
ど
も
劇
場

▼
申
込
開
始
＝
２
月
６
日

（土）

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

▼
日
時
＝
２
月
18
日

（木）
午
後
４
時

～
６
時
（
３
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス　

▼
内
容
＝
「
ま
ち
な
か

の
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

※
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
講
師
＝
増
山
正
明

さ
ん
（
足
利
工
業
大
学
建
築
・
社

会
基
盤
学
系
教
授
）
▼
定
員
＝
先

着
90
人（
無
料
）■
問
合
せ
＝
都
市

計
画
課
☎

（２０）
３
１
０
０

防
災
講
演
会

　

災
害
発
生
時
に
重
要
な
自
助
・

共
助
や
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
５
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
講
師
・
演
題
＝
合
田
克
彰
さ
ん

（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
総
務
局
管

理
課
長
）「
知
っ
て
お
こ
う
災
害
時

の
サ
バ
イ
バ
ル
知
識
」
■
問
合
せ

＝
危
機
管
理
課
☎

（２０）
３
０
５
６

☆ホテル・リゾート施設の割引提供等を
行うライフサポートサービスを受けるこ
とができます。

☆２４時間電話健康相談サービス等健康関連
サービスを受けることができます。

◇詳しくは、WEBで「さのしん」と検索いただくか最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

★本定期積金は、以下のサービスがご利用できる特典が付加されております。★

主な特徴

さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？

大山加奈さん
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市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

に
つ
い
て

　

新
庁
舎
１
階
の
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
▼
施
設
名
・
人
数
＝
Ａ（
約

40
人
）、
Ａ
Ｂ
（
約
80
人
）、
Ａ
Ｂ

Ｃ
（
99
人
）
▼
使
用
料
＝
無
料

▼
貸
し
出
し
時
間
＝
12
月
29
日
～

１
月
３
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
７
時　

※
①
午
前
９
時
～
正

午
、
②
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30

分
、
③
午
後
４
時
～
７
時
の
３
区

分
で
貸
出
。
※
２
区
分
・
３
区
分

で
の
申
請
も
可
能　

▼
申
込
期
間
＝
利
用
し
よ
う
と
す

る
日
の
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

ら
10
日
前
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で

▼
使
用
期
間
＝
最
長
連
続
31
日
間

▼
付
属
備
品
＝
机
33
台
、
椅
子
99

脚
、
ク
ロ
ス
パ
ネ
ル
30
枚
、
ス
ク

リ
ー
ン
（
固
定
式
、
ス
ペ
ー
ス
Ａ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
固
定
式
、
ス

ペ
ー
ス
Ａ
）
▼
禁
止
事
項
＝
入
場

料
の
徴
収
、
物
品
の
販
売
あ
っ
せ

ん
、
広
告
物
の
掲
示
・
配
布
、
寄

附
の
募
集
、
火
気
の
使
用
、
飲
酒
、

動
物
や
危
険
物
の
持
込
み
、
政
治
、

宗
教
に
関
す
る
活
動
（
飲
食
は
可
）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

※
大
き
な
音
が
出
る
イ
ベ
ン
ト
等

は
、
通
常
業
務
中
は
控
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝
市

民
活
動
促
進
課
☎

（２０）
３
８
１
２

田
沼
初
午
祭
開
催
に
伴
う
交

通
規
制
と
市
営
バ
ス
路
線
の

一
部
変
更

【
交
通
規
制
】

▼
規
制
期
間
＝
３
月
４
日

（金）
午
前

10
時
～
６
日

（日）
午
後
７
時
（
期
間

中
は
夜
間
含
む
）
▼
規
制
箇
所
＝

一
瓶
塚
稲
荷
神
社
周
辺
の
県
道
・

市
道　

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
あ
そ

商
工
会
☎

（６２）
３
６
５
５

【
市
営
バ
ス
の
一
部
変
更
】

　

交
通
規
制
中
は
、
市
営
バ
ス
の

「
田
沼
小
学
校
前
」「
角
町
」「
仲
町
」

の
バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
基
幹
線
は
臨
時
バ
ス
停
を
国

道
293
号
に
設
置
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
営
バ
ス
葛
生
車
庫

☎
（８６）
４
０
７
１

佐
野
法
人
会

春
季
一
般
公
開
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
12
日

（金）
午
後
４
時

30
分
～
６
時　

▼
会
場
＝
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
佐
野
▼
講
師
・
演
題

＝
三
橋
貴
明
さ
ん
（
経
済
評
論
家
・

㈱
経
世
論
研
究
所
所
長
）「
日
本

経
済
ダ
メ
論
の
ウ
ソ
～
日
本
の
未

来
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
～
」

▼
定
員
＝
200
人（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
公
益
社
団
法
人
佐
野

法
人
会
☎

（２２）
８
８
８
４

地
震
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り

を
応
援
し
ま
す
！

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
、
耐
震
基

準
が
強
化
さ
れ
る
前
の
工
法
の
た

め
、
震
災
時
に
倒
壊
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
会
な
ど
集
会
の
際
に

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
の
内
容
＝

（
耐
震
診
断
補
助
）
診
断
費
用
の

３
分
の
２
、
上
限
10
万
円
（
補
強

計
画
な
し
の
場
合
、
上
限
２
万
円
）

（
耐
震
改
修
補
助
）
改
修
費
用
の

２
分
の
１
、
上
限
80
万
円

※
事
前
に
市
へ
申
込
を
し
て
か
ら

実
施
し
た
も
の
に
限
り
ま
す

※
耐
震
改
修
に
は
事
前
に
補
強
計

画
を
含
む
耐
震
診
断
が
必
要
に
な

り
ま
す　

■
問
合
せ
＝
建
築
指
導

課
☎

（２０）
３
１
０
４

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
や
父
ま
た
は
母
が
重
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
を

養
育
す
る
方
、
も
し
く
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
で
い
う
児
童
と

は
18
歳
に
達
す
る
年
の
年
度
末
ま

で
で
す
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
と
な
り
ま
す
）

▼
手
当
金
額
＝

・
児
童
１
人
…
４
万
２
千
円
～

９
９
１
０
円

・
２
人
目
…
５
千
円
加
算

・
３
人
目
以
降
…
１
人
に
つ
き

３
千
円
加
算

▼
所
得
制
限
＝
受
給
者
本
人
や
同

居
親
族
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の

制
限
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
手

当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
停
止
さ

れ
ま
す　

▼
支
給
日
＝
12
月
、
４

月
、
８
月
の
10
日
（
４
カ
月
分
を

ま
と
め
て
振
込
）
※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
こ
ど
も
課
☎

（２０）
３
０

２
３

お
知
ら
せ

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・交通事故等に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://konuma-law-office.com

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
新入生募集中！

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com
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（仮称）

葛生行政センターを建設します　

■

問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

建設位置 旧葛生庁舎跡地（葛生東一丁目２６５８－１他）

工事概要
鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造２階建て

建築面積　１０８０．２２㎡　延べ面積　１０４９．３２㎡

施設概要

１階

【行政センター】窓口・行政センター、倉庫、多目的室

【共用】ホール・廊下、授乳室、給湯室、衛視室兼相談室、

多目的トイレ、男子・女子トイレ

【図書館】開架書庫、お話コーナー、学習コーナー、事務室

２階：閉架書庫、倉庫

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
の

新
規
・
更
新
手
続
に
つ
い
て

　

市
の
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設

工
事
や
修
繕
お
よ
び
、
物
品
の
製

造
・
販
売
、
役
務
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
登
録

さ
れ
た
複
数
の
登
録
者
と
の
見
積

競
争
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
制
度
に
登
録
し
て

い
る
方
で
平
成
28
年
度
へ
の
更
新

を
希
望
す
る
場
合
、
ま
た
は
新
規

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
よ

う
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
更
新
登
録
を
希
望
す
る
方
】

（
平
成
27
年
度
小
規
模
契
約
希
望
者

登
録
済
み
の
業
者
が
対
象
で
す
）

▼
提
出
書
類
＝
納
税
証
明
書
、
誓

約
書
２
種
類
（
暴
力
団
排
除
関
係
・

談
合
関
係
）
※
納
税
証
明
書
は
個

人
・
法
人
そ
れ
ぞ
れ
市
税
該
当
全

部
（
平
成
27
年
度
ま
た
は
決
算
期

が
直
近
の
も
の
）
▼
提
出
期
間
＝

２
月
15
日

（月）
～
３
月
15
日

（火）

▼
提
出
先
＝
契
約
検
査
課
（
６
階
）

【
新
規
登
録
を
希
望
す
る
方
】　

▼
申
請
書
類
＝
登
録
申
請
書
、
誓

約
書
、
地
図　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
入
札
契
約
情
報
」か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
請
期
間
＝
随
時

▼
申
請
先
＝
契
約
検
査
課
（
６
階
）

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
７

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
ま
し
た　

　

民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市

に
代
わ
っ
て
行
う
「
指
定
管
理
者
」

が
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
３
年
間
、
対
象
施
設

の
管
理
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

【
決
定
し
た
指
定
管
理
者
】

○
佐
野
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

…
職
業
訓
練
法
人 

佐
野
共
同
高

等
産
業
技
術
学
校
運
営
会

○
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
ほ
か
６
施
設

…
㈱
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ　

■
問
合
せ
＝
行
政
経
営
課

☎
（２０）
３
０
０
５

平
成
28
年
度
家
庭
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー　

　

広
報
さ
の
３
月
号
と
一
緒
に
町

会
に
配
布
し
ま
す
。
３
月
１
日
以

降
は
、
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
葛
生
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
市

民
課
お
よ
び
田
沼
・
葛
生
行
政
セ

ン
タ
ー
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

葛生行政センター完成イメージ図
（平成２８年中供用開始予定）

建設位置図

葛生図書館葛生図書館
葛の里
壱番館
葛の里
壱番館

葛生交番葛生交番

葛生
伝承館
葛生
伝承館

葛生地区公民館
化石館
葛生地区公民館
化石館

123123

足利
銀行
足利
銀行

栃
木
県
石
灰
石

工
業
会
館

栃
木
県
石
灰
石

工
業
会
館

吉澤記念
美術館
吉澤記念
美術館

葛生行政
センター
建設地

N
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
35年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高付属中受験対策

LSE英語教室 LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金下教室  24 -1659
富岡教室   23 -6463
三好教室   62 -1847

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
復
興
特
別
所
得
税
（
所
得
税
の

確
定
申
告
）

　

平
成
25
年
～
49
年
分
ま
で
の
各

年
分
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興

特
別
所
得
税
の
申
告
・
納
付
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
へ
の
記
載
も
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る
確

定
申
告
不
要
制
度

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分
に

で
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
400
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
所
得
税
の
確

定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
場
合
や
確
定
申
告
の
提
出
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
控
除
（
例
え
ば
、

純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
り
越
し
控

除
な
ど
）
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
確
定
申
告
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
平
成
28
年

１
月
か
ら
順
次
利
用
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

個
人
の
方
が
申
請
書
や
届
出
書

な
ど
の
税
務
関
係
書
類
を
提
出
さ

れ
る
際
に
は
個
人
番
号
の
記
載

と
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
郵

送
の
際
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な

ど
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）。
な
お
、
今
回
提
出
さ
れ
る

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
（
所

得
税
・
消
費
税
）
に
、
個
人
番
号

（
12
桁
）の
記
載
は
不
要
で
す
。

　

詳
細
は
、
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
佐

野
税
務
署
☎

（２２）
４
３
６
６

国
登
録
有
形
文
化
財
の
お
知

ら
せ

　

登
録
有
形
文
化
財
と
は
登
録
文

化
財
制
度
に
よ
り
、
築
50
年
を
経

過
し
、
一
定
の
評
価
を
得
た
歴
史

的
建
造
物
を
文
化
財
と
し
て
登
録

し
、
保
存

や
活
用
を

図
ろ
う
と

す
る
も
の

で
す
。

　

市
内
・

金
屋
仲
町

に
所
在
す
る
「
旧
影
澤
医
院
」
が
、

平
成
27
年
11
月
17
日
付
け
で
、
国

登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し

た
。

　

「
旧
影
澤
医
院
」
は
市
内
最
初

期
の
近
代
医
療
施
設
と
し
て
、
明

治
44
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
木
造
洋

風
建
築
で
す
。
横
板
張
り
の
外
壁

に
上
げ
下
げ
窓
を
並
べ
、
特
に
玄

関
ポ
ー
チ
ま
わ
り
の
意
匠
を
凝
ら

し
た
し
ゃ
れ
た
外
観
を
も
ち
、
町

並
み
景
観
を
引
き
立
て
て
い
ま

す
。
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本

ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
」
事
務
局
の
事

務
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
文
化
財
課

☎
（６１）
１
１
７
７

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
か

ら
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
地
域

の
行
事
や
活
動
を
通
じ
て
、
話
し

合
い
、
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
、
よ
り
良
い
地
域
の
形
成
を
目

指
す
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や

集
ま
り
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
各
地
域
で
は
、
お
祭
り
、

防
犯
防
災
、
環
境
美
化
活
動
、
地

域
福
祉
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。“
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
な
と
思
う
ま
ち
”
そ
ん
な
素
敵

な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
協
力
や
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
助
成

事
業

　

今
年
度
、
会
沢
活
き
活
き
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
、
植
野
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
２

団
体
が（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
宝
く
じ
の
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受
け
て
、

集
会
テ
ン
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
、
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
の
備
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
活
動
を
、
市
は
支
援
し

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
公
民
館
管
理

課
☎

（２４）
５
７
７
１

今
月
の
納
税

　

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

収
納
課
☎

（２０）
３
０
１
０

■訂正とお詫び

　広報さの平成２７年１２月

号と平成２８年１月号「まち・

ひと・しごと創生（佐野市版）」

に誤りがありました。平成

４５年は「平成７２年」の誤

りでした。

　訂正してお詫びします。

政策調整課☎（２０）３０００
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講

座

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
27

年
10
月
１
日
か
ら
１
時
間
751
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
栃

木
県
内
の
６
つ
の
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
、
平
成
27
年
12
月
31

日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

施
設
内
訓
練

▼
募
集
期
間
＝
２
月
１
日

（月）
～
17

日
（水）
（
選
考
は
25
日

（木）
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
３
月

３
日

（木）
～
17
日

（木）
で
２
次
募
集
を

行
い
ま
す　

▼
費
用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

保
険
代
な
ど
は
自
己
負
担
）　

■
申
込
＝
同
校

☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

女
性
の
再
就
職
相
談
会
（
出

張
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
求

職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
４
日

（金）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
こ
ど
も
の
国

▼
費
用
＝
相
談
・
託
児
と
も
無
料

■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎

（２７）
２
３
５
４

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

月
以
上
就
学
前
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
前
納
」
が
有
利
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
６
カ
月
・

１
年
・
２
年
分
な
ど
を
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
前
納
の
取
扱
い

は
、
現
金
納
付
・
口
座
振
替
と
も

に
４
月
末
日
が
納
付
期
限
・
引
き

落
し
日
で
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
各
金
融
機

関
、
栃
木
年
金
事
務
所
、
市
民
課
、

田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ

る「
口
座
振
替
申
出
書
」を
金
融
機

関
、
ま
た
は
栃
木
年
金
事
務
所
へ

提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
２
月
末
日
で
す
の

で
、
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
市
民
課
☎

（２０）
３
０
１

９働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

職
場
の
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え
る
方
な
ど

に
対
し
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面
接

相
談
・
電
話
相
談
）
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
２
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
足
利
労
政
事
務
所　

■
申
込
＝
２
月
26
日

（金）
ま
で
に
、

足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
３
月
９
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
大
橋
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
田
沼
、
葛
生
の
連
絡

所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

最低賃金の種類 時間額（円）
塗料製造業 ８８８円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ８３５円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具
情報通信機械器具製造業 ８３６円

自動車・同附属品製造業 ８４０円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、
医療用計測器製造業、時計・同部分品製造業

８３５円

各種商品小売業 ８００円

生
き
物
が
つ
く
る
鉱
物
・
真

珠
　

化
石
に
残
る
生
き
物
は
殻
を

持
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
い
ま

す
。
生
き
物
は
そ
の
殻
を
ど
う

や
っ
て
作
る
の
で
し
ょ
う
。
今
回

は
真
珠
貝
を
観
察
し
て
み
よ
う
！

▼
日
時
＝
３
月
13
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
葛

生
地
区
公
民
館　

▼
対
象
＝
小
学

３
年
生
以
上　

▼
講
師
＝
河
野
重

範
さ
ん
（
栃
木
県
立
博
物
館
）

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
２
月
13
日

（土）
以
降
、
化

石
館
☎

（８６）
３
３
３
２（
月
曜
休
館

日
）

常
盤
地
区
公
民
館
・

市
民
教
養
講
座

「
飾
り
巻
き
寿
司
教
室
」

▼
日
時
＝
２
月
16
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
同

公
民
館　

▼
講
師
＝
永
島
和
美
さ

ん（
調
理
師
）▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
２
月
10
日

（水）
ま
で
に
、

同
館
☎

（８５）
３
６
５
７

▲

募集科目・定員・訓練期間

訓練科名 定員 訓練期間

①機械加工科

②ＮＣ機械科

③板金溶接科

求職者・

高卒者

各５人

４月６日～９月３０日

電気設備科
求職者１０人
高卒５人

４月６日～
平成２９年３月２３日

※平成２８年３月高校卒業見込者
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

消費生活センターからのお知らせ

商品券、ギフト券、プリペイドカードには有効期限があ

る場合もあります。

　有効期限がある場合、その期限が過ぎたものは利

用できなくなるので注意してください。原則として

払い戻しはできません。

　有効期限や利用条件は、カード上での表示や店内

の掲示、利用規約を確認してください。

　困ったときは消費生活センターへ相談しましょう。

※消費生活センターでは「暮らしに役立つ出前講座」

　を随時実施しています。

　また、多重債務の相談も受け付けています。

■問合せ＝消費生活センター

　　☎（２０）３０１５　※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン☎局番無し１８８	

　※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

クリーン推進課からのお知らせ

家庭から出た廃食用油を回収しています！

　市内１２施設で廃食用油を回収しています。ご家

庭で使用済のものや、贈答品で賞味期限の切れてし

まったものなどをお持ちください。

　廃食用油は、石鹸や燃料などにリサイクルされま

す。使用済のものは５００ｍｌのペットボトルに移し

て、賞味期限切れのものはそのまま、次の施設へ開

館時間内にお持ち込みください。

▲

回収施設＝みかもクリーンセンター、葛生清掃セ

ンター、植野・界・犬伏・城北・旗川・吾妻・赤見・

葛生の各地区公民館、田沼行政センター、佐野市観

光物産会館

※注意事項など詳細は、クリーン推進課にお問い合わ

いただくか、市ホームページをご確認ください

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
食
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水

を
大
切
に
。
エ
コ
料
理
」

▼
日
時
＝
２
月
24
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
安
藤
裕
子
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝

１
千
円　

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４  

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

　

ス
ト
レ
ッ
チ
を
テ
ー
マ
に
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
講
演
や
、
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
実
技
講
習
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
６
日

（日）
午
前
９
時

50
分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
上
本
宗
忠
さ
ん（
か
み

も
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）ほ
か
▼
定
員
＝
先
着
100
人
（
無

料
）
■
申
込
＝
２
月
29
日

（月）
ま
で

に
、ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
☎

（２０）

３
０
４
９

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
文
化
・
芸
術
×
ま
ち
づ
く
り

＝
？（
答
え
は
講
座
で
！
）」

▼
日
時
＝
（
入
門
編
）
３
月
12
日

（土）
午
前
10
時
～
午
後
５
時
、

（
中
級
編
）
３
月
13
日

（日）
午
前
10

時
～
午
後
５
時

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
＝
松
井
憲
太
郎
さ
ん
（
富

士
見
市
民
文
化
会
館
館
長
）

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝（
公
財
）佐
野
市
民
文
化

振
興
事
業
団
☎

（２０）
３
０
４
４

布
ぞ
う
り
づ
く
り
講
習
会

　

着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ジ
ャ

マ
な
ど
を
使
っ
て
布
ぞ
う
り
を
つ

く
り
ま
す
。
▼
日
時
＝
２
月
23
日

（火）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
講
師
＝
佐
野
環
境
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん　

▼
定
員
＝
先

着
16
人（
無
料
）■
申
込
＝
ク
リ
ー

ン
推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

バ
ク
テ
リ
ア
de
キ
エ
ー
ロ
製

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　

土
を
利
用
し
て
簡
単
に
生
ご
み

を
分
解
・
消
滅
さ
せ
る
生
ご
み
処

理
器
の
製
作
と
利
用
方
法
の
説
明

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
12
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
３
千
円

（
材
料
代
）
■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン

推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
講
座

　

自
分
と
相
手
に
や
さ
し
い
、
気

持
ち
の
伝
え
方
を
学
び
ま
し
ょ

う
。
▼
日
時
＝
２
月
15
・
22
・
29

日
（月）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の

▼
講
師
＝
竹
内
久
美
子
さ
ん

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
対
象
＝
女
性
10
人
（
抽
選
あ
り
）

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
２
月
12
日

（金）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎

（２７）
２

３
５
４　

※
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス

あ
り
（
８
日

（月）
締
切
・
６
か
月
以

上
就
学
前
）

安
心
・
安
全
な
避
難
所
講
座

　

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
女
性
に
も

男
性
に
も
安
心
・
安
全
な
避
難
所

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
３
月
12
日

（土）
午
後
１
時

～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の

▼
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防

災
士
会
の
会
員

▼
対
象
＝
先
着
30
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
３
月
４
日

（金）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎

（２７）
２

３
５
４
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ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
「
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
」

▼
日
時
＝
２
月
17
日

（水）
、
３
月
16

日
（水）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
定
員
＝
各
回
先
着
10
組
（
０
～

２
歳
の
お
子
様
１
人
に
親
１
人
）

▼
費
用
＝
１
回
１
５
０
０
円

■
申
込
＝
２
月
２
日

（火）
以
降
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎

（６１）
１
１
５
３

（
月
曜
休
館
）

運
動
公
園
の
教
室

　

申
込
は
、
運
動
公
園
管
理
事
務

所
☎

（２５）
０
４
０
３
へ
。

●
卓
球
ス
ポ
ッ
ト
教
室

▼
日
時
＝
２
月
11
日

（木）
午
後
１
時

～
３
時　

▼
会
場
＝
運
動
公
園
体

育
館　

▼
定
員
＝
先
着
10
組　

▼
費
用
＝
１
組
１
０
８
０
円

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室　

▼
日
時
＝
２
月
20
日

（土）
、

３
月
27
日

（日）
午
前
10
時
～
11
時
30

分　

▼
会
場
＝
運
動
公
園

▼
定
員
＝
先
着
10
組　

▼
費
用
＝
１
組
１
０
８
０
円

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
時
＝
２
月
21
日
、３
月
６
・
20

日
、４
月
３
・
17
日
、５
月
１
日（
２

月
21
日
、
３
月
６
日
は
無
料
体
験
）

午
後
１
時
～
２
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
武
道
館　

▼
対
象

＝
高
校
生
以
上　

▼
定
員
＝
先
着

20
人
▼
費
用
全
４
回
４
３
２
０
円

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
＋
栄
養
学

講
座　

▼
日
時
＝
２
月
28
日

（日）
午

前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝

運
動
公
園　

▼
対
象
＝
小
学
１
年

～
３
年
生　

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
540
円

和
太
鼓
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ▼
日
時
＝
２
月
21
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
和
太
鼓

初
心
者
の
方
（
親
子
参
加
歓
迎
）

▼
講
師
＝
さ
の
秀
郷
太
鼓
保
存
会

▼
定
員
＝
先
着
14
人　

▼
定
員
＝
500
円
※
当
日
徴
収

■
申
込
＝
同
会
会
長
・
清
水

☎
０
９
０（
３
５
２
９
）２
６
０
９

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

　

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
、
気

道
異
物
除
去
法
や
止
血
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
▼
日
時
＝
２
月
28
日

（日）
午
前
９
時
～
正
午　

▼
会
場
＝

①
佐
野
市
消
防
本
部
、
②
北
分
署

※
会
場
は
選
択
可
能
で
す
。

▼
定
員
＝
先
着
55
人
（
①
35
人
、

楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※詳細は申込時にご確認ください　

講座名 日時 会場 対象 講師 定員 費用

ママ友作りの
ベビマ

２月１５日（月）
午前１０時３０分～１１時３０
分

城北地区公民
館

２カ月～ハイハ
イくらいの親子

日本タッチケア
セラピー協会

先着
１０組

５００円
（オイル代）

ふるさとの民
話を聞こう・
楽しもう

２月１６日（火）
午後１時３０分～３時

市役所市民活
動スペース

どなたでも
くずう民話の
会

先着
２５人

無料

やさしいパー
ティ用スロー

２月１８・２５日 ( 各木曜日 )
午後１時～２時

佐野市中央公
民館

成人の方
井上千枝子さ
ん

先着
１０人

無料

いちごスト
ラップ作り

２月２２日（月）午前１０時～
正午

佐野市中央公
民館

どなたでも 須藤彰子さん
先着
１５人

９５０円
（材料費）

はじめての
写経

２月２２・２９日各月曜日
午前９時３０分～１１時３０分

市役所市民活
動スペース

どなたでも 中島清道さん
先着
２０人

２００円
（教材費）

②
20
人
）
▼
申
込
＝
２
月
１
日

（月）

～
15
日

（月）
の
間
に
、
救
急
救
助
課
、

北
・
西
の
各
分
署
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
警

防
課
☎

（２３）
９
３
８
３

家
庭
教
育
推
進
講
座
「
わ
く

わ
く
子
育
て
教
室
」

　

家
族
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る

よ
う
な
話
し
方
・
聞
き
方
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
▼
日
時
＝
２

月
９
日

（火）
午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
▼
講
師
＝
山
崎
恵
子
さ
ん

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無

料
）
■
申
込
＝
２
月
５
日

（金）
ま
で

に
、
生
涯
学
習
課
☎

（２０）
３
１
０
９

足
利
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

（
第
29
期
生
）
養
成
講
座

受
講
者
募
集
説
明
会

▼
日
時
＝
２
月
21
日

（日）
午
後
２
時

か
ら　

▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
こ
こ
ね
っ
と　

▼
対
象
＝
23
～
68
歳
の
方

▼
内
容
＝
養
成
講
座
の
内
容
な
ど

■
申
込
＝
足
利
い
の
ち
の
電
話
事

務
局
☎
０
２
８
４

（４４）
２
２
０
０

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
、
午

後
２
時
～
６
時
）



KOUHOU	SANO
H28.2

19

　田村が人間国宝として認定され

た独創の陶技が最も表出した晩年

期の優品を展示中です。

▼会期＝３月１３日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝

　無料

▼休館日＝

　会期中は

　休まず

　開館

　県内各博物館美術館から選り

すぐりの「イッピン」が大集合！

栃木県立博物館にて開催します。

葛生化石館からはニッポンサイ

の化石（実物）を出品します。」

　一般の方から募集した雛人形を中心に展示、紹介し

ます。女の子の健やかな成長を願い飾られてきた雛人

形は、両親の子どもへの愛情が感じられるものばかりで

す。昔のお雛様から最近のお雛様まで、愛らしいお雛様

をどうぞご覧ください。

▼会期＝２月７日（日）～４月６日（水）

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、２月１２日（金）

「雛人形展」

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

収蔵資料展
「くらしのうつりかわり～古い
道具と昔のくらし～」

　当館収蔵資料の中から、民具を

中心に展示しています。

▼会期＝２月２１日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、

　２月１２日（金）

【次回企画展の予告】　

第６３回企画展「須永文庫資料展

～金玉均と朴泳孝をめぐる人々」

を開催します。

▼日時＝３月１２日（土）～

　　　　６月１２日（日）

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

松本姿水と季節の情趣
－発掘、宇都宮の知られざる
花形日本画家

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　現在、３月３０日までの予約を受け付けていま

す。皆さまのご利用をお待ちしています。

※平成２８年３月で営業を終了します。多くの方

にご利用いただきありがとうございました。

▼休館日＝３月１４日（月）～１５日（火）、

　　　　　３１日（木）　※２月は無休

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝レイクサイド佐野☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日	★お楽しみバス運行日

２月 冬期バス １日（月）～２９日（月）

３月
冬期バス １日（月）～１２日（土）
１泊用 ２７日（日）

　大正・昭和期に帝展な

どで活躍した宇都宮市

出身の日本画家・松本姿

水を紹介する展覧会で

す。

▼会期＝２月２１日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか　

▼休館日＝毎週月曜日、

　　　　　２月１２日（金）

【館外展示】県内文化施設協働展　

とちぎの“イッピン”大集合！

▼貸し出し＝《菜蟲譜》（高精細複

製）、板谷波山《彩磁呉州絵香炉》

■人間国宝田村耕一陶芸館
　（佐野未来館内）☎（２２）０３１１

【施設情報】レイクサイド佐野、市立博物館・美術館からのお知らせ

■葛生化石館
☎（８６）３３３２

ニッポンサイ

《夕づく日》宇
都宮美術館蔵

鉄
絵
銅
彩
葡
萄
文
陶
板

『人間国宝田村耕一陶芸館全作品集』発刊
記念・まちなか活性化ビル「佐野未来館」
オープン５周年記念企画展

「独創の陶技　
　円熟の鉄絵銅彩展」

昨年の展示室の様子

　市内で産出する新生代の化石と同じ時代に北米で

生息していた化石を紹介します。サーベルタイガー

やオオナマケモノも展示。ぜひご覧ください。

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、２月１２日（金）
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子育て教室　

　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互

交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝楽しい親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼ 日程＝南児童館：毎週月曜日、東児童館：毎週

木曜日、西児童館：毎週火曜日（０～１歳向け）・毎

週金曜日（１～３歳向け）、田沼児童館：毎週月曜

日にこにこタイム・第２第４水曜日ドレミルーム

※各館とも午前１０時３０分から

ひなまつり会などを開催します
　各館で開催日が異なりますので、直接、お問い

合わせください。

児童館情報（２月分）

日本宇宙少年団員の募集　

科学への探求を通して２１世紀の国際社会を担う健

全な青少年育成を目指しＪＡＸＡ（宇宙航空研究機

構）などの指導をいただきながら活動している団体

です。

▼対象＝平成２８年度４月から小学３～６年生

　になる市内在住の児童　 ▼定員＝先着２０人
▼主な活動＝宇宙教育、科学実験、天体観測、キャン

　プなどの野外活動、教育施設の見学などで原則月１

　回活動を行う。

▼費用＝５，１００円（年会費・登録費など）　

　※その他、活動に応じて教材費等の実費負担あり

▼ 申込＝２月５日（金）～１６日（火）午前９時３０分～

　午後５時の間に、こどもの国へ　※休館日不可

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3 土曜日と翌日の日曜日、

　国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５、東児童館

☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

２月８日（月）・くずう・「栄養士の話」

２月１８日（木）・たぬま・「図書館司書の話」

※他に誕生会などがあります

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会「人形劇」講師：きゃべつ村の皆さん

　２月７日（日）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「ひなかざりを作りましょ」（要予約）

　２月２４日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：２月１７日（水）午前１０時３０分～

○看護師相談日：２月１９日（金）午前１０時～正午

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①２月１５日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②２月２３日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

２月１５日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

２月１７日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★２月の予定
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各種相談ガイド    ２月８日（月）～３月５日（金）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

２月１０日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

２月２２日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
２月８日（月）・２９日（月）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（市役所５階）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（市役所５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

２月９日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月１日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

２月１６日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月１日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

２月１２日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

２月２日（火）午後１時３０分～４時
※宅地建物相談は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 

（市役所３階）
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（市役所３階） 少年指導センター
☎（２０）３０６１

青少年に関する巡回相談 ２月１８日（木）午前１０時～午後３時
葛生あくと保健センター
☎（８６）３４１１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時
家庭児童相談室

（市役所２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

２月１９日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン
セリング相談

２月４日・１８日・３月３日の木曜日 
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談
２月２５日（木）
午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
２月１８日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
（中国語通訳あり）

２月２４日（水）午後２時～４時
国際交流協会（男女共
同参画推進センター・パ
レットプラザさの）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

２月２３日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病支援センター

（宇都宮市）
とちぎ難病支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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　佐野市では「田中正

造記念賞」として、｢環

境問題の先駆者として

の田中正造翁｣ の偉業

を称え、環境対策や自

然環境保護活動に積極的に取り組み、顕著な成

果を挙げた団体を表彰しています。

　今年度、佐野市長賞に選ばれたのは、石川県

小松市の「木
き

場
ば

潟
がた

を美しくする会」。この団体は、

１万人以上の会員により加賀三湖の一つで、自

然の姿が残されている木場潟の環境美化・水質

改善の取り組みを３４年間続けています。

　また、奨励賞に選ばれたのは長野県松本市の「庄

内ほたると水辺の会」。この団体は、さまざまな自

然保護活動によりホタルを自然発生させ、豊かな自

然を将来まで残すための活動を行っています。

　受賞された「木場潟を美しくする会」の代表

の山本さんは「環境問題の先駆者正造翁の名に

恥じぬ活動を続けて行きたい」と話していました。

佐野市成人式

　１月１０日、市内３つの会場で、佐野市成人式が行

われました。

　今回、新成人を迎えたのは約１，２００人。

　佐野会場では岡部市長や篠原市議会議長から ｢佐野

市の今後の発展に一緒に取り組みましょう｣ との言葉

を贈られると、新成人を代表した杉山奈穂さんは ｢成

人の自覚を持って、社会に貢献していきましょう｣ と

会場に呼びかけました。

　田沼会場では、山口巧一郞さんが、これまで支えく

れた方への感謝と ｢今まで支えていただいた部分を少

しでも恩返しできるよう努力し、強く優しい人になれ

るよう精進してまいります｣ と話しました。

　また葛生会場では、大澤将人さんから「この佐野市

で育ち成長させていただいたことに感謝し、これから

出会う人々との関わりを大切にし　日々精進してまい

りたいと思っております」との言葉がありました。

　新成人を迎えられた皆さん、おめでとうございます。

田中正造記念賞

　１月１１日に、足利

から小山までの１０区

間４５. ９キロで開催

されました。

　足利・佐野・栃木・

小山・真岡の各市からそれぞれ２チーム出場し、

２チームの合計タイムで順位が決まるこの大会。

　各チーム中学生以上の男女で構成されており、

佐野市では城東中学校の樋口翔太くんが２区で

区間賞を獲得したものの、Ａチーム６位・Ｂチー

ム９位の総合４位でした。

第６６回県南５市対抗親善駅伝大会
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「
太
陽
と
岩
山
」

を
探
し
に

　新庁舎の南側エントランスにある名古屋芸術大

学名誉教授の高橋久雄さんが描いたフレスコ画『太

陽と岩山』。この絵は唐沢山がモチーフになってい

るそうです。　　　

　唐沢山は地元・栃本小学校の校歌に『♪唐沢山の

深緑～♪』とあるように緑の松のイメージがある

と思います。しかし、唐沢山に登ってみると、フ

レスコ画のイメージにピッタリ合う場所を見つけ

ることができました。その場所は大険山とも例え

られている「天狗岩」です。

　天狗岩からの眺望を楽

しみながら、神々しく登

る朝日を想像してみてく

ださい。新庁舎にあるフ

レスコ画そのものです。

（市民記者・中里聖子）

救
助
協
力
者
へ

感
謝
状

　山で滑落した方の救助に協力したとして、馬

渡純一さん（館林市）、横塚尚祀さん、影山喜三

さん、影山滋さん（作原町）の 4 人に消防長から

感謝状が送られました。※影山滋さんは欠席

　１１月、家族で登山に来た馬渡さんは、三滝

付近で滑落し、両腕を骨折した女性を発見。携

帯電話が通じない地域であることから、電話の

通じる蓬山ログビレッジまで下りてくると通報

のうえ、道案内のため再度山に戻りました。また、

横塚さん、影山さんは要救助者がいる地域に向

かい、救急隊員を案内、救助に協力しました。

　4 人の協力で、救助がスムーズに進み、けがを

した方は命に別状なく、治療できたそうです。

　感謝状を手にした 3 人は ｢すこしでも早く見

つかって良かった。けがした方も回復している

と聞き、安心しました｣ と話していました。

　１７日、佐野市役所南側の県道桐生岩舟線で、

消防出初式が行われ、佐野鳶工業組合の皆さん

による ｢はしご乗り｣ が披露されました。　

　高いはしごの上で披露される演技の数々に、

沿道の皆さんから歓声と拍手が送られていまし

た。

消防出初式で「はしご乗り」を披露

　天下分け目の関が原の合戦を前に、真田父子 3

人（昌幸、信幸、幸村）が、東軍と西軍に分かれ

て戦うことを決断した密議の場所だと伝承され

ている薬師堂が犬伏新町（犬伏新町２０６０番

地２他）にあります。ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」

の中でも紹介されるかもしれません。

犬伏新町の薬師堂「真田の別れ」
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●出生　７４人　●死亡１３４人

●転入２２４人　●転出２２５人

人口の動き（１２月分）

	●人口				１２１，１８３人（－６１）●世帯５０，１０１戸（＋２１）

　　男　５９，７５１人（－３４）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，４３２人（－２７）

人口と世帯数（１月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

茂村雄也・絵美子さん（堀米町）

平成２６年２月生友
ゆ り な

里奈ちゃん

田澤俊行・絵美子さん（小中町）

平成２７年３月生由
ゆ い

唯ちゃん

加藤哲哉・純奈さん（金吹町）

平成２６年１１月陽
ひ な

菜ちゃん

荒居道悦・梢さん（中町）

平成２７年３月生佳
か な

那ちゃん

　全国から仲良しのご当地キャラクターとご当地グルメが大集合して、佐野が「グルキャラ天国」に！

　同じく佐野ブランド大使就任５周年を迎える、ダイアモンド　ユカイさんのミニライブも開催し

ます。

▲

日時＝２月２１日（日）午前１１時～午後３時　

▲

会場＝佐野市役所新庁舎周辺

※詳しくは、さのまる公式ホームページ（http://sanomaru225.com/）をご覧ください

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

さのまる誕生５周年！「ご当地グルキャラ天国」開催　


